
柘植地域まちづくり協議会

臨 時 総 会
日時：平成30(2018)年４月１４日(土) 19:30～

（受付19:00～）

会場：柘植地区市民センター ホール

１ 資格確認（委任状確認）

２ 開会の言葉

３ 代表あいさつ

４ 議長選出

５ 議事

第１号議案 規約・規則・組織図改正の件について

第２号議案 本部役員等の選出の件について

※新役員あいさつ

６ 議長解任

７ 閉会の言葉

※臨時総会終了次第、定期総会を行いますので、ご協力お願いします。
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第１号議案－１ 柘植地域まちづくり協議会規約改正（案）

改正案 現行

第１章 総 則 第１章 総 則

（名 称） （名 称）

第１条 この協議会は、柘植地域まちづくり協議会（以 第１条 この協議会は、柘植地域まちづくり協議会（以

下、｢協議会｣という）という。 下、｢協議会｣という）という。

（目 的） （目 的）

第２条 この協議会は、伊賀市自治基本条例の趣旨に 第２条 この協議会は、伊賀市自治基本条例の趣旨に

従い、柘植地域を住みよい地域にするため、『柘植地 従い、柘植地域を住みよい地域にするため、『柘植地

域まちづくり計画』（以下、『まちづくり計画』という） 域まちづくり計画』（以下、『まちづくり計画』という）

に基づくまちづくりの実践に努めることを目的とす に基づくまちづくりの実践に努めることを目的とす

る。 る。

（事 業） （事 業）

第３条 この協議会は、前条の目的を達成するため、 第３条 この協議会は、前条の目的を達成するため、

次の事業を行う。 次の事業を行う。

（１）『まちづくり計画』の策定・改定 （１）『まちづくり計画』の策定・改定

（２）『まちづくり計画』に基づく事業の実施 （２）『まちづくり計画』に基づく事業の実施

（３）伊賀市行政あるいは柘植地域各区（１２自治会） （３）伊賀市行政あるいは柘植地域各区（自治会）と

との協働事業の実施 の協働事業の実施

（４）伊賀市と協定を結ぶ「まちづくりに関する基本 （４）伊賀市と協定を結ぶ「まちづくりに関する基本

協定書」に関する業務の実施 協定書」に関する業務の実施

（５）その他前条の目的を達成するために必要な事業 （５）その他前条の目的を達成するために必要な事業

（構 成） （構 成）

第４条 この協議会は、次の者をもって構成する（以 第４条 この協議会は、次の者をもって構成する（以

下、「協議会構成員」という）。 下、「協議会構成員」という）。

（１）柘植地域に在住または在勤する者 （１）柘植地域に在住または在勤する者

（２）柘植地域各区（１２自治会） （２）柘植地域の各区（自治会）

（３）柘植地域で活動する団体 （３）柘植地域で活動する団体

（４）柘植地域に所在する事業所 （４）柘植地域に所在する事業所

第２章 役 員 第２章 役 員

（役 員） （役 員）

第５条 この協議会に、次の役員を置く。 第５条 この協議会に、次の役員を置く。

（１）会 長 １名 （１）会 長 １名

（２）副会長 ４名（うち１名は男性又は女性とする。 （２）副会長 ４名（うち１名は男性又は女性とする）

また２名は区長とする。） （３）書 記 １名

（３）書 記 １名 （４）会 計 １名

（４）会 計 １名 ２ 役員は、協議会構成員の中から総会において選出

２ 役員は、協議会構成員の中から総会において選出 する。

する。

（監 事） （監 事）

第６条 この協議会に、監事２名を置く。 第６条 この協議会に、監事２名を置く。

２ 監事は、協議会構成員の中から総会において選出 ２ 監事は、協議会構成員の中から総会において選出

する。 する。

３ 監事は、会の運営及び財務会計の監査にあたる。 ３ 監事は、会の運営及び財務会計の監査にあたる。

（役員の職務） （役員の職務）
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第７条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 第７条 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、

会長があらかじめ指名した順序により、その職務を代 会長があらかじめ指名した順序により、その職務を代

理する。 理する。

３ 書記は、協議会の事務を総括する。 ３ 書記は、協議会の事務を総括する。

４ 会計は、協議会の会計事務を行う。 ４ 会計は、協議会の会計事務を行う。

（役員・監事の任期） （役員・監事の任期）

第８条 役員・監事の任期は、２年とする。但し、再 第８条 役員・監事の任期は、２年とする。但し、再

任は妨げない。 任は妨げない。

２ 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 ２ 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（顧問の設置） （顧問の設置）

第９条 この協議会に、顧問を置くことができる。顧 第９条 この協議会に、顧問を置くことができる。顧

問は、運営委員会において推薦し、総会において決定 問は、運営委員会において推薦し、総会において決定

する。 する。

２ 顧問は、会長の求めにより、会の運営について意 ２ 顧問は、会長の求めにより、会の運営について意

見を述べることができる。 見を述べることができる。

第３章 会 議 第３章 会 議

（総 会） （総 会）

第１０条 総会は、次の者（以下、「総会構成員」とい 第１０条 総会は、次の者（以下、「総会構成員」とい

う）をもって構成する。 う）をもって構成する。

（１）各区長 （１）各区長

（２）区長が推薦する者 （２）区長が推薦する者

（３）協議会の趣旨に賛同しその活動に参加する者で、（３）協議会の趣旨に賛同しその活動に参加する者で、

運営委員会において確認された者 運営委員会において確認された者

２ 総会は、協議会の事業計画、収支予算、事業報告、 ２ 総会は、協議会の事業計画、収支予算、事業報告、

収支決算、規約の改廃、その他重要事項を審議決定す 収支決算、規約の改廃、その他重要事項を審議決定す

る。 る。

３ 総会は、毎年１回定期総会を開催する。 ３ 総会は、毎年１回定期総会を開催する。

４ 総会は、会長が招集する。 ４ 総会は、会長が招集する。

５ 総会の議長は、その総会において、出席者の中か ５ 総会の議長は、その総会において、出席者の中か

ら選出する。 ら選出する。

６ 会長が必要と認めるとき、あるいは第１項の構成 ６ 会長が必要と認めるとき、あるいは第１項の構成

員の半数以上の者から要求があったときは、臨時総会 員の半数以上の者から要求があったときは、臨時総会

を開催することができる。 を開催することができる。

（運営委員会） （運営委員会）

第１１条 運営委員会は、第５条第１項の者（会長、 第１１条 運営委員会は、第５条第１項の者（会長、

副会長、書記、会計）、第１０条第１項第１号の者（各 副会長、書記、会計）、第１０条第１項第１号の者（各

区長）、第１４条第２項の者（各分野別部会の部会長） 区長）、第１２条第２項と第３項の者（各分野別部会

第１５条第３項の者（実行委員会を代表する者）をも の部会長）第１３条第３項の者（実行委員会委員長）

って構成する。ただし、区長・部会長・実行委員会を をもって構成する。

代表する者が欠席の場合はそれぞれが指名する者をも ２ 運営委員会は、総会において諮るべき事項及び協

って会議を成立させるものとする。 議会の運営に関する事項を審議する。

２ 運営委員会は、総会において諮るべき事項及び協 ３ 運営委員会は、会長が招集する。

議会の運営に関する事項を審議する。 ４ 運営委員会の議長は、会長がこれにあたる。

３ 運営委員会は、会長が招集する。 ５ 会長は、必要があると認めるときは、構成員以外

４ 運営委員会の議長は、会長がこれにあたる。 の者を出席させ、意見を求めることができる。
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５ 会長は、必要があると認めるときは、構成員以外

の者を出席させ、意見を求めることができる。

（役員会）

第１２条 運営委員会において図るべき事項及び協議

会の運営に関する事項を審議するために、月に１回以

上、役員会を開催する。

（１２区連絡協議会）

第１３条 市行政と協議会及び各区運営に係る事項を

審議するために、月に１回以上、１２区連絡協議会を

開催する。

２ １２区連絡協議会は、役員代表と１２区の各区長

をもって構成する。ただし、区長欠席の場合は区長の

指名する者をもって会議を成立させるものとする。

（部会）

第１４条 協議会の目的達成のために、分野別に部会 第１２条 部会として、分野別部会及び特別部会を置

を置き、各所管に関わる事項（『まちづくり計画』の き、各所管に関わる事項（『まちづくり計画』の内容

内容や事業内容等）を審議及び実践・評価をする。そ や事業内容等）を審議及び実践・評価をする。その招

の招集は、部会長がこれを行う。 集は、部会長がこれを行う。

２ 分野別部会として、次のものを置く。 ２ 分野別部会として、次のものを置く。

（１）人権・同和部会 （１）人権・同和部会 （２）健康・福祉部会 （３）

（２）健康・福祉部会 生活・環境部会 （４）教育・文化部会 （５）産業・

（３）生活・環境部会 交流部会

（４）教育・文化部会 ３ 特別部会として、次のものを置く。

（５）産業・交流部会 （１）区長部会 （２）女性部会

（６）女性活動部会 ４ 部会は、第１０条第１項の者（総会構成員）をも

３ 部会は、第１０条第１項の者（総会構成員）をも って構成する（以下、「部会構成員」という）。但し、

って構成する（以下、「部会構成員」という）。 区長部会は各区長をもって、女性部会は女性により構

４ 部会には、部会長を置く。また副部会長、部会会 成する。

計等を必要に応じて置くことができる。それらは部会 ５ 部会には、部会長を置く。また副部会長、部会会

構成員の中から選出する。 計等を必要に応じて置くことができる。それらは部会

５ 部会長は、部会を代表し会務を総括する。 構成員の中から選出する。

６ 部会長の任期は２年とする。但し、再任を妨げな ６ 部会長は、部会を代表し会務を総括する。

い。 ７ 部会長の任期は２年とする。但し、再任を妨げな

７ 部会長は、部会の検討経過及び結果について、会 い。

長に報告するものとする。 ８ 部会長は、部会の検討経過及び結果について、会

８ 部会長は、必要があると認めるときは、部会構成 長に報告するものとする。

員以外の者を出席させ、意見を求めることができる。 ９ 部会長は、必要があると認めるときは、部会構成

員以外の者を出席させ、意見を求めることができる。

（実行委員会） （実行委員会）

第１５条 協議会の事業を実施するために、運営委員 第１３条 協議会の事業を実施するために、運営委員

会の承認を得て、実行委員会を設置することができる。会の承認を得て、実行委員会を設置することができる。

２ 実行委員会は、次の者を構成員とする。 ２ 実行委員会は、次の者を構成員とする。

（１）各事業の趣旨に賛同する者 （１）各事業の趣旨に賛同する者

（２）その他、会長が認める者 （２）その他、会長が認める者

３ 実行委員会には、実行委員会を代表する者を置く。 ３ 実行委員会には、実行委員長を置く。また副実行

また実行委員会の代表を補佐する者や会計等を必要に 委員長、実行委員会会計等を必要に応じて置くことが

応じて置くことができる。それらは実行委員会構成員 できる。それらは実行委員会構成員の中から選出する。
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の中から選出する。

（会議の開催及び運営） （会議の開催及び運営）

第１６条 総会及び運営委員会（以下、「会議」という） 第１４条 総会及び運営委員会（以下、「会議」という）

は、各会議の構成員の過半数の出席（委任状による出 は、各会議の構成員の過半数の出席（委任状による出

席を含む）がなければ、これを開くことができない。 席を含む）がなければ、これを開くことができない。

２ 会議は、原則として公開とする。 ２ 会議は、原則として公開とする。

３ 会議の開催及び議題については、事前に周知する ３ 会議の開催及び議題については、事前に周知する

よう努めるものとする。 よう努めるものとする。

４ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数 ４ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数

のときは、会議を代表する者の決するところによる。 のときは、会長の決するところによる。

第４章 会計及び監査 第４章 会計及び監査

（会 計） （会 計）

第１７条 協議会の会計は、交付金、補助金、会費（区 第１５条 協議会の会計は、交付金、補助金、会費（区

負担金）、その他収入をもってこれをあてる。 負担金）、その他収入をもってこれをあてる。

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３ ２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年の３

月３１日までとする。 月３１日までとする。

（会計監査） （会計監査）

第１８条 監事は、監査結果を総会で報告し、承認を 第１６条 監事は、監査結果を総会で報告し、承認を

得た場合は、速やかにこれを公表する。 得た場合は、速やかにこれを公表する。

第５章 事務局 第５章 事務局

（事務局体制） （事務局体制）

第１９条 柘植地域の分権・自治を推進し、協議会運 第１７条 協議会の企画広報など、円滑な協議会運営

営の事務を円滑に行うため、事務局を設置する。 の事務を行うため、事務局を設置する。

２ 事務局は、柘植地区市民センター内に置く。 ２ 事務局は、柘植地区市民センター内に置く。

３ 事務局に事務局長と事務局次長、会計担当職員を ３ 事務局に事務局長と事務局次長を置き、事務局職

置き、事務局職員を配置する。但し、事務局長は、書 員を配置する。但し、事務局長は、書記がそれにあた

記がそれにあたるものとする。 るものとする。

（事務局職員） （事務局職員）

第２０条 事務局次長及び事務局職員は、協議会構成 第１８条 事務局次長及び事務局職員は、協議会構成

員の中から会長が指名し、運営委員会の承認を得るも 員の中から会長が指名し、運営委員会の承認を得るも

のとする。 のとする。

２ 事務局次長は、事務局長を補佐する。 ２ 事務局次長は、事務局長を補佐する。

第６章 雑則 第６章 雑則

（委任） （委任）

第２１条 協議会の業務に関する協議のため、部会長 第１９条 協議会の業務に関する協議のため、役員会、

会議などの会議を必要に応じて開催することができ 部会長会議などの会議を必要に応じて開催することが

る。 できる。

第２２条 この規約に定めるもののほか、協議会の運 第２０条 この規約に定めるもののほか、協議会の運

営に関し必要な事項は、会長が運営委員会に諮り別に 営に関し必要な事項は、会長が運営委員会に諮り別に

定める。 定める。

附 則 附 則

この規約は、平成１６年２月１６日から施行する。 この規約は、平成１６年２月１６日から施行する。

この規約は、平成１６年３月８日から施行する。 この規約は、平成１６年３月８日から施行する。
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この規約は、平成１７年４月１日から施行する。 この規約は、平成１７年４月１日から施行する。

この規約は、平成１９年４月１日から施行する。 この規約は、平成１９年４月１日から施行する。

この規約は、平成２１年４月１日から施行する。 この規約は、平成２１年４月１日から施行する。

この規約は、平成２２年４月１日から施行する。 この規約は、平成２２年４月１日から施行する。

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。 この規約は、平成２３年４月１日から施行する。

この規約は、平成２９年４月１日から施行する。 この規約は、平成２９年４月１日から施行する。

この規約は、平成３０年４月１日から施行する。

第１号議案－３ 柘植地域まちづくり協議会組織図改正（案）

協議会構成員：地域に在住・在勤する住民、各区(岡鼻・小林・柘植青葉台、上町・下町、倉部・小杉、山出・前川・上村、野村・中柘植)、
地域内で活動する団体、地域内に所在する事業所など

総会構成員 ：各区長、区長が推薦する者、協議会の趣旨に賛同しその活動に参加する者で、運営委員会において確認された者

総会

事業計画、予算等の決定 役 員 会 監 査 顧 問

会長、副会長４、書記、会計

事 務 局
１２区連絡協議会 事務局長、事務局次長、

役員代表、１２区長 会計担当者、事務局員

運 営 委 員 会 総会（計画反省、予算決算）、

役員、区長、分野別部会長、 会計補正時期等に開催

実行委員会代表者

分野別部会
（人権同和、健康福祉、生活環境、教育文化、産業交流、女性活動）

実行委員会（計画・規約検討、広報編集発行、人権啓発合同事業、スポーツ、
柘植の森林整備、自主防災、柘植駅を核とした公共交通のあり方検討、
教育ボランティア、特産品創出、観光看板）
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第１号議案－２ 柘植地域まちづくり協議会の役員委員の報酬に関する規則改正（案）

改正案 現行

（目 的） （目 的）

第１条 本規則は、役員委員の報酬に関する事項を定 第１条 本規則は、役員委員の報酬に関する事項を定

める。 める。

（役員委員の範囲） （役員委員の範囲）

第２条 役員委員とは、柘植地域まちづくり協議会規 第２条 役員委員とは、柘植地域まちづくり協議会規

約に定める会長、副会長、書記、会計、区長、部会長、 約に定める会長、副会長、書記（事務局長）、会計、

実行委員会を代表する者をいう。 事務局次長、区長、部会長、運営委員会で特に認定し

た実行委員会を代表する者をいう。

（役員委員報酬の意義） （役員委員報酬の意義）

第３条 役員委員報酬とは、柘植地域まちづくり協議 第３条 役員委員報酬とは、柘植地域まちづくり協議

会が役員委員に対し、役員委員としての業務執行の対 会が役員委員に対し、役員委員としての業務執行の対

価として支払うものをいう。 価として支払うものをいう。

（役員委員報酬の額） （役員委員報酬の額）

第４条 役員委員報酬の額は、別表のとおりとする。 第４条 役員委員報酬の額は、別表のとおりとする。

（支給方法） （支給方法）

第５条 役員委員報酬は年額報酬とし、原則として年 第５条 役員委員報酬は年額報酬とし、原則として年

度末に支給する。 度末に支給する。

２ 役員委員に異動があった場合の報酬の支給につい ２ 役員委員に異動があった場合の報酬の支給につい

ては、その日の属する月割によって計算した額を支給 ては、その日の属する月割によって計算した額を支給

する。 する。

附則 附則
この規則は、平成１９年４月１日より施行する。 この規則は、平成１９年４月１日より施行する。
この規則は、平成２３年４月１日より施行する。 この規則は、平成２３年４月１日より施行する。
この規則は、平成２９年４月１日より施行する。 この規則は、平成２９年４月１日より施行する。
この規則は、平成３０年４月１日より施行する。

改正案 現行

別表 別表
役員

区 分 報酬の額 区 分 報酬の額

会長（１） １００，０００円 会長（１） １００，０００円

副会長（４） ２５，０００円 副会長（４） １７，０００円

書記（１） ２５，０００円 書記（１） １２，０００円

会計（１） ３０，０００円 会計（１） ２０，０００円

事務局次長（１） １０，０００円

運営委員

区 分 報酬の額 区 分 報酬の額

区長（１２） １００，０００円 区長（１２） １００，０００円

部会長（６） ２０，０００円 部会長（６） １７，０００円
（人権同和・健康福祉・ （人権同和・健康福祉・生活環

生活環境・教育文化・ 境・教育文化・産業交流・女性）

産業交流・女性活動）

実行委員会の代表者 20,000円以下で別に定める 実行委員会の長 17,000円以下で別に定める



【役員】

会長（１名） 半田 三都生

副会長（４名） 城出 憲一

岩倉 佳子

山岡 幸五（区長代表）

西田 拡治（区長代表）

書記（１名） 西田 方計 事務局長を兼ねる

会計（１名） 栗本 悦子

監事（２名） 林田 民生 岡島 秀夫

【運営委員（区長・部会長・実行委員会の代表者）】

東 岡 鼻 久泉 剛 人権・同和 橋本 浩信

小 林 伊室 正一 部 健康・福祉 柘植 美智代

部 柘植青葉台 森 惠美 会 生活・環境 町田 盛次

区 中 上 町 丸柱 祐道 長 教育・文化 西田 哲也

部 下 町 森下 仁 産業・交流 佐藤 孝一

北 倉 部 西口 政敏 女性活動 平野 絹子

部 小 杉 西田 拡治 計画・規約検討 藤井 明和

南 山 出 中島 義文 広報編集発行 西田 方計

前 川 高橋 春光 実 人権啓発合同事業 橋本 浩信

長 部 上 村 山岡 幸五 行 スポーツ 中川 秀紀

西 野 村 服部 和義 委 柘植の森林整備 町田 盛次

部 中柘植 中川 輝一 員 自主防災 服部 文昭

会 公共交通※ 堀井 信雄

教育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 増岡 茂樹

特産品創出 佐藤 孝一

観光看板 田中 重之

※公共交通＝柘植駅を核とした公共交通のあり方検討


